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事業分野 

 

事業名 高川地区社会教育セミナー 

趣旨 

目的 

年に一度地域住民が集まって、地域内の様々な課題等につい

てテーマを設け、講師を招いて学習する。 

対象 地域住民 参加人数 70人程度 

〈事業内容〉 

１ 事業の概要 

旧町時代から毎年継続している事業であり、今回で第何回になるのか不明です。過去には、ダイオキシン

類の人体への影響や地域の将来設計、防災学習、笑いと健康、地域医療といった多種多様な学習会を開催し

てきました。 

２ 実施状況の例（例年12月の日曜日にセンター大掃除（ボランティア）を行った後、引き続き開催） 

⑴ 令和６年度テーマ『認知症と介護』 

講 師：山中 しのぶ 氏（高知家希望大使、一般社団法人セカンド・ストーリー代表理事）※ 41歳の

時に若年性アルツハイマー型認知症と診断を受ける。会社を退職して、新しいビジョン“認知

症になっても暮らしやすいまちづくりをしたい”と思い『セカンド・ストーリー』を設立。 

演 題：認知症になってからのセカンドストーリー～私からあなたへ伝えたいこと～ 

⑵ 令和７年度テーマ『身近な人権』 

   講 師：渡邉 啓之 氏（松山市）※ 四国で初めて性的マイノリティであることをオープンにする。松

山市議会議員として活躍中。 

   演 題：誰もが自分らしく 

３ 令和７年度の実施から 

同和問題や人権問題については、旧城川町時代から毎年各地域

内で学習会を開催してきました。多種多様な生き方がある現代社

会で、子ども・男性・女性・高齢者など様々な個人の人権問題や

課題がある中、今回は性的少数者に関する人権問題を学ぶことが

できました。人口の少ない私たちの田舎では、性的指向や性の自

認に関する偏見から、周囲の心ない好奇の目にさらされたり、職

場などで不適切な取扱いを受けたりするなどの人権問題に対す

る正しい理解や認識は十分に進んでいません。参加者からは、「性

の多様性に関する正しい理解と認識を深めることができた」「よく

知らないことに対する偏見や差別を解消していくことが必要だ」といった意見がありました。今後も、年に

一度は地域住民が集まって様々な地域課題等について学習する機会を継続していきたいと考えています。 

 

【 R７.12.14の模様。70名程参加 】 


